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本稿ではI，序 n，役員兼任の問題点 m，分析手法 IV，企業間関係
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71 一般に，強度Cintensity)の概念は，企業聞における資源および情報自流れに関する景(突換
単位〉とその頻度(交換数〕を示すものである。
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とである山。この解釈は，マリオリス =ν ョ-:/ズ (P.Mariolis and M. H. 
Jones) の説明では山コープテーションのメカニズムと同じ意味に理解される。
ただし， このコープテーションは企業間関係における川上， JI下の活動を調
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伝達することである。この意味は，マリオリ λ ニジョ -yズによると山， コミ
ュニケー γ ョン・チャネノレと解釈され， ミズノレヅチ (M. S. Mizruchi) によ
ると初〉，利害コミュユティの指標と説明される。
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エケージョンの質と量を高め，かっ利害コミュニティを強めると理解きれる。














ところで， これらのグラフはマトリックス型となる。そこでのセノレ aij はy










役員兼任と企業間関慌の測定 (29) 29 
(clique) とよばれ四，不ヅトワーク内における最小のクラスタ である。こ
の意味によると， トヨタ・グループでは， 8社からなるサプ・グループ(つま
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24) ところで，醍集性はj スコ y ト=グりゥによると
















Ci=rItC1 +ri2C2十 ・ 十rinCn
ただし， n:企業数
rlJ 企業ェと企業Jの結束度





ところで， (3)式は線形の同次方程式であり，行列表示すれば， C=RC とし
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ただし， bij 企業 1 と企業 Jの役員兼任数
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役員兼任と企業間関係の捌定 (33) 33 
2衰役員兼任の状況
〈白工〉 〈自販〉
〈会長〉電 装(藍〉 〈会長〉一豊 通〔監)
一日 野(非〉 ←織 機c") 
(社長〕ー畳 通(主主〉 〈社長〉電 装〈非〉
一白 版。，) ←関 自(監〕
アイシン(非) 一自 工c") 
一織 機c，)
一豊 工作〉 (織機〉
愛 銅c，，) 〈社長〉織 機〔監〕
〈副社長〉一豊 合〈監〉 一車 体(") 
(副ネ士長〕 関 自(非〕
(専務〉車 体c，) 〈紡織〕






(取締役〉 自 販(非) (会長〉アイシン〔監〕




日野 日野自動寧，豊工豊田工機，アイシン アイシン精鋭織機 トヨタ自動織機


















|自工 1 吋壷通[日野 I-;~I33| 向|主体|関白|幻|電装|紡織|齢|判合計(役員数l占官
自工 3( 3) ~: ~:11( 1) 1 ( 1) 1( 1) 2( 2) 1(1) 1( 1) 3( 3) 2( 2) 20(19) 39 自販 3 2( 1) 1 1 2( 1)i 1( 1) 1( 1) 1( 1) 1 13( 5) 26 (20) 
豊通 2( 1) 2 1 2( 1) 2 I 1 1 11( 2) 30 ( 5) 
日野 1 1 2 30 ( 3) 
車工 1 1 1 1 1 i 1 1 7 16 ( 2) 
アイシン 1 1 2 1 1 1( 1) 1 R( 1) 21 ( 2) 
織機 1 2 2 1 1 2( 1) 1 11( 2) 23 ( 1) 
車体 2 1 1 2 1 1 9 16 ( 8) 
関白 2 1 1 4 17 ( 5) 
ダイハツ 1 1 1 3 26 ( 6) 
電装 1 1 l 1 4 29 (12) 
紡織 1( 1): 1 1 3( 1) 14 ( 1) 
畳合 3 1 4 19 ( 6) 
愛鋼 2 1 1 1 1 1 9 16 ( 4) 
合計|加(巾(3)1~1~ の 1 2C 川 7( 幻~:)j竺C ;)I~(-~)j五五1 3( 1)14( 2)13( 1)1 4( 心 1 9 ( のI~~α0) 1 312 1σ一
3表























30~ 上田町場合，三菱が住友ー 三井と比べて最も緊密な役員兼任関係をもっと指輔され. i組織の
三菱」が明らかにされる。そこで，三菱D結果によると，
役員兼任数 18名，兼任役職教 8.24J百〈与54!655)
平均兼任役職費[:aoそして役員派遣比率 4.89% ( ~32!655) という数値が唾げられている。
したがって，ここでトヨタの数値と比較すると，
平均兼圧役晴数は三菱の方が高<，逆に，役員派遣比率はトヨタの方が高い白である。これは，
三菱の水平的グル プと比べて， トヨタの垂直的グルー プの特徴を示しているく上田，前調論
文部ページ〉。























ある。このグりークでは， i日野j， i関白j， iダイハツj， i紡織j， i豊合j，
「電装」の6社が除かれている。じかL， 3表のトヨタ出身の欄をみると，
「電装」の数値は極めて多<， I自工」との間接的な結束度の高きを示してい
31)上回によると，三菱 22田広，住宜8.95%.三井 4.35%とし寸数値が得られている。 ζれ
らの数値をみると， トヨタの密度の高さが理解される〔上田，前掲論文， 36ページ〕。











自 工 98027( 2) 1.00000( 1) 1.00000( 1) 
自 販 97878( 3) .65301( 2) 41704( 2) 
豊 通 92953( 4) 35165( 6) 38753( 3) 
日 野 08522(14) 11064(14) 03530(11) 
豊 ユニ 69590( 7) .18196(11) 00口58(14)
アイシー ノ 68679( 8) 27951( 8) 119<i2( 6) 
織 機 1.00000( 1) .35063( 7) 12068( 5) 
車 手本 85726( 5) 49399( 3) 11785( 7) 
関 自 31662(10) 41221( 5) 10780( 8) 
ダイハツ 25469(11) 1ー1899(13) 03424(12) 
電 装 19681(13) 20261(10) 日4971(10)
紡 織 24671(12) 12007(12) 。07S4(13)
豊 合 34389( 9) 46968( 4) 12811( 4) 
愛 室岡 84941( 6) 25313( 9) 074口口(9) 








































兼Eによる 75 71 スコア











































吉申請E日 76 75 91 
〈ミズルッチ〉 相関関部 (4つの尺度〕




方中向的心兼性世スによる コア 49 63 91 
33) 恥1izruchi.op. cit. p. 80 
役員兼任と企業間関係の測定 (41) 41 
「自工」の強い影響力をはっきり示したことから， トヨタ・グノレ プがし、かに
「自工」を中心に活動しているのかが明らかにされた。最後に，制度的な兼任
関係は，グループ研究の適切な用具であり，かつ影響力を説明する良い指標の
一つであった。
結局， fヨタ・グノレーブの特徴は，役員兼任の分析に基ついた企業間関係の
測定を通じて，いくつか明らかになったと思う O
